東京大学アジア研究図書館計画から (巻頭エッセイ) by 古田 元夫
東京大学アジア研究図書館計画から (巻頭エッセイ
)
著者 古田 元夫
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
雑誌名 アジ研ワールド・トレンド
巻 222
ページ 1-1
発行年 2014-03
出版者 日本貿易振興機構アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00003496
1 アジ研ワールド・トレンド No.222 （2014. 4）
エ ッ セ イ
アジ研ワールド・トレンド　2014　4
ふるた　もとお／東京大学附属図書館長・大学院総合文化研究科教授
1949年生まれ。東京大学教養学部卒。
著書：ベトナム人共産主義者の民族政策史・大月書店（平成4年度発展途上国研
究奨励賞）など
　
私
が
所
属
し
て
い
る
東
京
大
学では
、
現
在
、
本
郷
の総
合
図
書
館
の大
規
模
な
増
築
・
改
修
計
画が
進
行
して
い
る
が
、
その
一
環
と
して
総
合
図
書
館
内
に
「
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
」
を
設
け
、
現
在
は
、
文
学
部
、
東
洋
文
化
研
究
所
、
社
会
科
学
研
究
所
な
ど
に分
散
し
て
い
る
ア
ジ
ア
研
究
関
連
図
書
、
資
料
を
集
中
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
と
、
電
子
情
報
を
含
め
た
図
書
・
資
料
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能の
強
化
を
はか
る
ことが
計
画
さ
れて
い
る
。
　
東
京
大
学
が
こう
し
た
計
画
を
も
つ
に至
っ
た
に
は
、
三
つ
大
き
な
要
因
が
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
図
書
資
料
の
蓄
積
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
が
深
刻
に
な
る
一
方
で
、
図
書
の
購
入
や
整
理
の
た
め
の
予
算
・
人
員
の
削
減
が
進
み
、
さ
ら
に
は
高
額
の
デ
ジ
タ
ル資
料
が
増
大
し
て
い
る
な
ど
、
従
来
の
よ
う
な
個
別
の部
局や
研
究
者
に分
散
し
た
仕
組
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
資
源
と
場
所
の
集
中
が
望
ま
れ
た
。
第
二
に
、
従
来
は
ア
ジ
ア
研
究
のサ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブラ
リ
ア
ン
の
養
成
が
組
織
的に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
図
書
資
料
の
電
子
化
が
急
速に
進
展
し
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
書
誌
・
資
料
情
報
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
とを
、
個
別
の学
科や
研
究
者
の
努
力
に
委
ね
て
い
る
現
状
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブラ
イ
ア
ン
を
置
ける
仕
組
み
の
形
成
が
望
ま
れ
た
。
第
三
に
、
ア
ジ
ア
研
究の
分
野
で
は
、
個
々
の
研
究
者
が
自
費
で
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、大
き
な
価
値
を
も
っ
て
いる
こ
と
が
多
い
が
、
従
来
は
、
こ
う
し
た
個
人コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
大
学
と
し
て
引
き
取
る
場
所
と
資
金
が
な
く
、
せ
っ
か
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
外
国
に
渡
っ
た
り
、
分
散
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
　
東
京
大
学
の
「ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
」
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
突
破
しよ
う
と
す
る
試み
だ
が
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
アン
の
養
成
な
ど
に
関
し
て
、
国
内
の先
進
的
事
例
である
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
の
経
験
か
ら
大
い
に
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
大
学の
ア
ジ
ア
研
究
は
、
歴
史
研
究から
現
代
研
究
ま
で
の
時
間
軸で
の
広
がり
、
社
会
・
人
文
科
学
から
自
然
科
学
ま
で
の専
門
領
域
的
な
広が
り
を
あ
わせ
も
っ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
情
報
革
命の
時
代に
、
東
京
大
学の
「
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
」
が
、
あ
ら
ゆる分
野
の
図
書
資
料
を
網
羅
す
る
な
どと
い
う
こと
は
不
可
能で
、
当
然
そ
こ
では
、
他の
図
書
館
と
の
協
力の
ネ
ッ
トワ
ー
ク
の
構
築
と
、
リ
ソ
ー
ス
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
面で
も
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
をは
じめ
、
東
洋
文
庫
、
国
立国
会
図
書
館
関
西
館
をは
じめとす
る国
内
の図
書
館や
、
海
外
の著
名
な
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
と
の連
携
を
模
索した
い
と
考
え
て
い
る
。
　
東
京
大
学
の
「
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
」
計
画
に携
わ
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
今
回
の
特
集
号
企
画
か
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
期
待
し
て
い
る
。
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